研究補助金交付申請書の記載に係る細則

1. 全体を通じた注意
基本的に、元の表のフォーマット（各項目の文字数、フォントなど）を変更することなく、字数を割り振って下さい。
2. 研究経費：
研究計画・方法との整合性を勘案しつつ、以下のように区分して記載して下さい。
	消耗品費
	文房具、書籍、その他の物品を購入するための経費

	旅費
	研究代表者の国内出張（資料収集、各種調査、研究の打合せ、研究の成果発表等）のための経費（交通費、宿泊費）

	謝金等
	研究への協力（研究補助、翻訳・校閲、専門的知識の提供、アンケートの配付・回収・入力等）をする者に係る謝金、報酬支払いの経費

	その他
	その他当該研究を遂行するための経費（例：印刷費､複写費､通信費等）


3. 研究目的：

研究代表者が現場での実践、世間や学会の動向を踏まえ、文献調査やこれまでの研究等を通じて、本研究を実施したいと考えた経緯を記して下さい。
4. 期待される研究成果及び意義：

研究成果に関しては、仮説検証研究の場合には仮説及び関連の成果、探索的研究の場合にはどのような領域に関する成果かを記述して下さい。意義については、成果によって生まれると研究者が考えている意義を記述して下さい。
5. 研究計画・方法
対象、研究デザイン、得ようとするデータ、データを得るための手法、解析の方法、予想される倫理的な問題とその対処等を具体的に記述して下さい。また、これらのステップをどのように進めるかの計画を初年度、次年度以降に区切って説明します。倫理的な問題に関しては、どの倫理委員会にて審査を受けたか、あるいは審査予定かも記して下さい。
6. 研究業績

研究代表者による業績のうち、本研究に関連したものを最大３点まで列挙して下さい。業績には論文（学会誌・商業誌は問わない）、書籍、学会発表を含み、それぞれ下のフォーマットに従って下さい。

論文　著者（３人目まで，以下「～ら」「et al」と表記）．タイトル．雑誌名（略称）と年号；巻数：ページ（略さない）

書籍　（単著の場合）著者．書名．発行所，発行地，発行年
（共著の場合）共著者．タイトル．書名（編者）発行所，発行地，発行年，ページ（略さない）

発表　発表者（３人目まで，以下「～ら」「et al」と表記）．タイトル．学会名，開催地，開催年月

